
第２学年 道徳学習指導案

１ 主題構成表
主題名 公正・公平 資料名 張君の笑顔

■内容項目 ４－（３） ■価値の分析 ■資料の分析
だれに対しても公正・公平に接 ・人は、よりよく生き ・主人公の孝文は、同
することの大切さについて自覚 たいという願いをも 級生の雄一をあだ名
を深め、差別や偏見のない社会 っており、その願い で呼ばず、公正な人
の実現に努めようとする心を育 が差別や偏見のない 間であると思ってい
てる。 社会にしたいという た。

要求につながる。し ・孝文のクラスに張順
■内容項目から見た生徒の実態 かし、先入観やまわ という転入生がやっ
・誰に対しても優しく公平に接 りの意見に左右され て来る。孝文は、英
することができる生徒がいる たり、自己中心的な 語圏の人なら英語を
一方、仲間に対して公平に接 考えに陥ったりする 使うチャンスだった
することができない生徒もい ことによって公正・ のにとがっかりす
る。 公平にできないこと る。

・仲間のよさに目を向けられず がある。 ・友人で生徒会役員の
決めつけた見方をしがちな生 ・相手の気持ちにより 和樹は、張順と仲良
徒がいる。 そい、差別や偏見に くなって中国や日本

立ち向かうすばらし のことを話すうちに
■意識の要因 さに気づき、自らも 一人ひとりを大切に
・小学校や前学年での関わりか 行動していこうと決 することに気づく。
ら、仲間の新たながんばりや 意することが、差別 ・和樹の話を聞いた
よさに目を向けられない。 や偏見をなくすこと り、和樹と張順の関

・まわりとの人間関係から、自 につながる。公正・ 係を見たりして、孝
分の判断ができず、まわりの 公平な社会をつくる 文も自分の偏見や今
仲のよい生徒の考えに同調し ために進んで行動す 後の自分を考える。
てしまう。 るしようとする心情

を育てることが大切
である。

■ねらい
先入観や自己本位な考え方を克服し、相手の立場に立って思いやる必要があることに気
づき、誰に対しても公正・公平に接しようとする心情を育てる。

■展開の構想 ■基本発問（◎中心発問）

・張順が転校してきたとき、張順に対して ○張順が転校してきたときの孝文は
公正に接することができなかった孝文の どんな気持ちだったろう。
気持ちに共感させる。 ○和樹と張が仲良くしている様子を

・和樹と張が仲良くしている様子を見たり、 見たり、和樹の話を聞いたりした
和樹の話を聞いたりして、自分を見つめ とき、孝文はどんな気持ちだった
直す孝文の気持ちを考えさせる。 だろう。

・張の笑顔を見て、孝文がどんなことに気 ◎張の笑顔を見て、孝文はどんなこ
づいたか考えさせ、価値に迫る。 とに気づいただろう。

・展開後段では、①わたしと同じような経 ○主人公と同じような気持ちになっ
験がないか、②その時の自分の気持ちは たことはないだろうか。そのとき
どうか、③授業を終えて、そのことをど は、どんな気持ちだったか。また、
う思うかという手順で振り返らせる。 授業を終えて、その自分をどう思

うか。



３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
＜場の内容・ねらい＞ ＜生徒の意識＞ ＜指導・援助＞

学級開き（担任の願い） 日常の生活
・仲間を大切にし、仲間 【帰りの会】 ・去年は仲間と ・学級担任は、朝
のよさを認め合える温 ・毎日の帰りの うまくいかな の会や帰りの会
かい学級 会で「２ A の いこともあっ で生徒のよい姿

・仲間の声に応え、目標 かがやき」の たけど、今年 を紹介し、価値
に向かって協力できる コーナーで仲 は仲間とわか づける。特に、
学級 間のよさを見 り合い、よい 仲間に対して公

つけ合い、掲 関係をつくっ 平に接している
示として残す。 ていきたい。 生徒を紹介し、

学級目標づくり 価値づける。
・一人一人の願いを大切
にして、学級目標の話 【掃除・当番】 ・仲間のことを ・学級通信などで
し合いをする。「 JUMP ・だれもが公平 大切にして、 生徒のよい姿を
～仲間と本気で協力し に責任を果た だれもが笑顔 紹介し、価値づ
合い、高め合える２ し、学級目標 で生活できる ける。
A~」 が達成できる 学級にしてい

ように協力す きたい。
ることができ

北和タイム る。
・学級への願いを明らか ・２ヶ月ほどが ・学級目標を話し
にし、それを実現させ 経ったが、お 合ったときの思
るための実践目標を考 【係活動】 互いわかり合 いを想起させ、
えることができる。 ・学級目標が達 えず、うまく その実現に向け

成できるよう いかないこと て、具体的な実
に、係として もあるけど、 践目標を話し合
仲間に公平に 良い関係をつ わせる。学級の
関わることが くるためにが 中でのよい姿を
できる。 んばろう。 紹介し、方向付

ける。

道徳の時間
「張君の笑顔」４－（３） 公正・公平 ・自分も仲間に 道 徳 の 時 間 の 中

対して、一人 で、先入観や自己
先入観や自己本位な考え方を克服し、相 一人のよさを 本位な考え方を克
手の立場に立って思いやる必要があるこ 見ずに、公平 服し相手の立場に
とに気づき、誰に対しても公正・公平に に接すること 立って思いやる必
接しようとする心情を育てる。 ができないこ 要があることに気

とがある。 づかせ、誰に対し
・もっと一人一 ても公正・公平に
人のよさを大 接しようとする心
切にして、誰 情を育てる。

【合唱活動】 とでもよい関
・仲間と創り上 係をつくって
げる曲の完成 いきたい。
に向けて、互

学級指導 いに伸ばし合
「若狭研修に向けて」 うために追求 ・みんなのよい ・一人一人は違
・全員が思い出に残る若 し合い、さら 思い出に残る い、そしてそれ
狭研修を実現するため に自分たちを 研修にするた ぞれによさがあ
に学級として大切にし 高めることが めに、仲間を る。そのよさを
たいことを話し合う。 できる。 大切にして研 大切にしてより

「若狭研修・１学期のふ 修をしたい。 よい集団をつく
りかえり」 ることの大切さ

に気づかせる。



２ 学習指導過程

基本発問と予想される生徒の反応 援 助 ・ 援 助

◇相手の立場に立てず、自分本位な接し方をしてし ・「公正公平」の観点で、自分
導 まった経験はないだろうか。 の体験や行為を振り返ること
（接していない。） で、価値への方向付けを図る。

入 （あだ名や呼び捨てがある。） ・事前にアンケートをとって、
（仲間をばかにしたような言葉や暴言がある。） 生徒の実態をつかみ、意図的
（仲のいい子だと許せるけど、仲がよくないと腹が 指名をする。
立つ。）

◇資料提示（教師範読）をする。 ・資料を読みながら、２カ所に
展 ○張が転校してきたときの孝文はどんな気持ちだっ 線を引くように指導する。

たろう。 ・絵や範読によって資料の把握
・英語が使えないから興味がない。 をしやすくする。
・英語を試せないからがっかりだ。 ・張順が転校してきたときの孝
・中国人か。あまり興味がない。欧米の人だったら 文の気持ちに共感させる。
よかったのに。 ・発問後、考える時間を１～２

○和樹と張が仲良くしている様子を見たり和樹の話 分とる。
を聞いたりして、孝文はどんな気持ちだっただろ ・和樹と張が仲良くしている様

開 う。 子を見たり、和樹の話を聞い
・自分は張を無視していたのに、和樹は張のことを たりしたときの孝文の気持ち
わかって仲良くしている。自分はひどい人間だっ を考えさせる。
た。 ・深まりを意図して、意見を分

・自分は英語圏の人じゃないとがっかりしていたけ 類する。
ど、それは自分勝手な考えだった。 ＜自己のふりかえり＞→

・張にはいろんなよさがある。自分はそれに見向き ＜これからの目標・決意＞
もしていなかった。 ・張の笑顔に着目させること

前 ・どこの国の人なんて関係ない。張君のことをしっ で、和樹の張に対する関わり
かり見ていきたい。 方のすばらしさに気づかせ

◎張の笑顔を見て、孝文はどんなことに気づいただ る。
ろう。 ・中国人ということで偏見を

・自分は、自分の都合ばかり考えていたけど、相手 もっていない。
段 の気持ちを考えて自分から声をかけることが大切 ・張のことを気にかけて、自

だ。 分から話しかけた。
・相手のことをわかろうと努力することが大切なん ・自分の都合を乗り越えて、
だ。 張や中国のよさを積極的に

・みんな違いがあるけど、みんなよさがある。それ わかろうとしている。
を見つけて、大切にしていきたい。 ・仲間として、一人一人をわ

かろうとしている。
【深めの発問】 ・資料の価値について理解し、
和樹の張に対する関わり方のすばらしさはどんな 考えを深めることができる。
ところだろう。

展 ○資料の孝文のような「仲間と自分の都合でつきあ ・本時の授業を終え、より高め
開 ったり、仲間と公平に関われなかった」経験、そ られた価値から、今までの自

のときの気持ちや今の気持ちを書きましょう。 分を見つめることができる。
後 ・ふりかえりをノートに書かせ、机間指導をして、 ・変容の大きい生徒に話させ、
段 指名をする。 多くの生徒が自分のふりかえ

りをできるようにする。

終 ○教師の説話 ・教師の飾らない経験を語り、
・教師の経験から、公正公平に接することの難しさ これからの方向を示す。

末 や、それを乗り越えたときに生まれる人間関係を
理解させる。


